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第17回
心のつどい 
in 比叡山
７月20・21日

比叡山延暦寺会館

　

第
十
七
回
「
心
の
つ
ど
い 

in 

比
叡
山
」（
一

隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
主
催
）
を
比
叡
山
延
暦

寺
会
館
で
開
催
。
七
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の
一

泊
二
日
の
日
程
で
、
一
般
公
募
で
集
ま
っ
た
男
女

三
十
五
名
が
参
加
し
た
。

　

一
日
目
の
開
講
式
で
は
、
森
定
慈
仁
一
隅
を
照

ら
す
運
動
総
本
部
長
、
今
出
川
行
戒
延
暦
寺
参
拝

部
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
日
程
説
明
や
延

暦
寺
会
館
で
の
注
意
事
項
等
の
説
明
の
後
、
研
修

会
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

最
初
に
諸
堂
参
拝
と
し
て
「
根
本
中
堂
」「
浄

土
院
」「
釈

迦
堂
」
を
巡

拝
し
た
。
比

叡
山
延
暦
寺

で
は
、
大
法

会
の
特
別
記

念
事
業
と
し

て
六
十
年
ぶ

り
と
な
る
総

本
堂
根
本
中

堂
の
改
修
事

業
を
行
っ
て

い
る
。
根
本

中
堂
で
は
、

特
別
に
作
業
用
の
足
場
に
上
が
り
、
屋
根
と
同
じ

高
さ
か
ら
迫
力
あ
る
お
堂
の
様
子
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

夕
食
の
後
、『
法
華
経
』
の
写
経
に
取
り
組
ん
だ
。

参
加
者
は
み
な
、
静
寂
な
空
気
の
中
、
集
中
し
て

一
文
字
一
文
字
を
丁
寧
に
書
き
上
げ
て
い
た
。

　

つ
ぎ
に
座
談
会
が
、
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
開
催
さ
れ
た
。
長
道
圓
俊
師
（
本
運
動
企
画

運
営
委
員
）
や
総
本
部
職
員
も
話
し
の
輪
に
加
わ

り
、
お
互
い
の
考
え
や
想
い
を
語
り
合
い
一
日
目

の
日
程
は
終
了
し
た
。

　

二
日
目
は
、
早
朝
五
時
半
よ
り
根
本
中
堂
に
て

坐
禅
止
観
、
朝
の
お
つ
と
め
に
参
加
し
た
。
早
朝

の
清
ら
か
な
空
気
が
漂
う
中
、
参
加
者
は
緊
張
感
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○
東
京
大
会

　

東
京
教
区
本
部
（
杜
多
徳
雄
教
区
本
部
長
）
で

は
、
平
成
三
十
年
六
月
十
八
日
に
東
京
都
台
東
区

の
浅
草
公
会
堂
を
会
場
に
、
第
四
十
八
回
一
隅
を

照
ら
す
運
動
東

京
大
会
を
開
催

し
、
約
千
名
の

参
加
者
が
集
ま

っ
た
。

　

第
一
部
で
は
、

輪
王
寺
門
跡
・

寛
永
寺
住
職
神

田
秀
順
大
僧
正

を
導
師
に
法
要

が
執
り
行
わ
れ

た
後
、
神
田
大

僧
正
の
挨
拶
、

杜
多
教
区
本
部

長
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

　

そ
の
後
、
来

賓
の
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
教

区
本
部
の
表
彰

状
授
与
式
が
行

わ
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

を
持
っ
て
臨
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
大
書
院
周
辺

で
の
作
務
（
清
掃
奉
仕
）
を
行
っ
た
。

　

朝
食
の
後
、
延
暦
寺
一
山
円
竜
院
住
職
の
宮
本

祖
豊
師
を
講
師
に
迎
え
、「
比
叡
山
の
修
行
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
宮
本
師
は
講
演
の
中

で
伝
教
大
師
の
み
教
え
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
自

身
が
経
験
し
た
十
二
年
籠
山
行
に
つ
い
て
語
ら
れ

た
。
そ
の
過
酷
な
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
修

行
を
通
し
て
感
じ
た
、
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
参
加
者
に
熱
く
語
ら
れ
て
い
た
。

　

研
修
会
を
終
え
た
参
加
者
ら
は
「
初
め
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
有
意
義
な
二
日

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
感
激
い
た
し
ま
し
た
」、

「
様
々
な
思
い
を
持
つ
参
加
者
が
集
い
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
研
修
会
が
営
ま
れ
た
の
で
大
変
良
か

っ
た
で
す
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

■
■
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
■
■

○
兵
庫
大
会

　

兵
庫
教
区
本
部
（
荒
樋
勝
善
教
区
本
部
長
）
で

は
、
平
成
三
十
年
六
月
六
日
に
神
戸
市
の
シ
ー
サ

イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ
神
戸
を
会
場
に
、
第
四
十

九
回
天
台
宗
兵
庫
教
区
檀
信
徒
会
総
会
・
一
隅
を

照
ら
す
運
動
推
進
大
会
を
開
催
し
、
約
三
百
名
の

参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

は
じ
め
に
荒
樋
教
区
本
部
長
導
師
の
も
と
法
要

が
執
り
行
わ
れ

た
。
法
要
に
引

き
続
き
野
花
敏

郞
教
区
檀
信
徒

会
会
長
・
荒
樋

教
区
本
部
長
・

天
台
宗
参
務
森

田
源
真
教
学
部

長
・
森
定
慈
仁

一
隅
を
照
ら
す

運
動
総
本
部
長

よ
り
挨
拶
が
述

べ
ら
れ
た
。
次

に
来
賓
の
紹
介

が
行
わ
れ
た
後

に
教
区
檀
信
徒

総
会
が
あ
っ
た
。

　

休
憩
後
、
一

隅
を
照
ら
す
運

動
実
践
者
六
名

の
発
表
が
あ
り
、

森
定
総
本
部
長

よ
り
表
彰
が
な

さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
陸
上
女
子
一
五
〇
〇
Ｍ
日
本
記
録
保

持
者
・
北
京
五
輪
日
本
代
表
小
林
祐
梨
子
氏
を
講

師
に
「
人
と
の
絆
（
た
す
き
）
に
込
め
た
想
い
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
っ
た
。
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野
口
健
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
富
士
山
か
ら
日
本

を
か
え
る
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
關
口
教
区
副
本
部
長
よ
り
閉
会
の
辞

が
述
べ
ら
れ
閉
会
し
た
。

○
福
島
大
会

　

福
島
教
区
本
部
（
故
矢
島
義
謙
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
三
十
年
七
月
二
十
一
日
に
郡
山
市
の

あ
お
き
郡
山
斎
苑
を
会
場
に
、
平
成
三
十
年
度
天

台
宗
福
島
教
区
檀
信
徒
会
総
会
並
び
に
一
隅
を
照

ら
す
運
動
推
進
福
島
大
会
を
開
催
し
、
約
二
百
五

十
名
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

は
じ
め
に
檀
信
徒
会
総
会
が
行
わ
れ
、
続
い
て

休
憩
を
挟
み
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
講
演
で
は
、
京
都
教
区
妙
法
院
住

職
杉
谷
義
純
師
を
講
師
に
迎
え
て
「
他
者
と
生
き

る
よ
ろ
こ
び
─

一
隅
を
照
ら
す

─
」
と
題
し
て

行
わ
れ
た
。
杉

谷
師
は
、「
人

間
関
係
が
希
薄

に
な
り
他
者
に

対
す
る
無
関
心

が
増
え
る
現
代

に
お
い
て
、
一

隅
を
照
ら
す
運

動
を
通
じ
て
他

者
と
の
関
係
を
再
構
築
し
、
共
に
生
き
る
よ
ろ
こ

び
を
感
じ
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
」
と
語
ら
れ
た
。

○
陸
奥
大
会

　

陸
奥
教
区
本
部
（
千
葉
亮
賢
教
区
本
部
長
）
で

は
、
平
成
三
十
年
九
月
九
日
に
西
磐
井
郡
平
泉
町

の
毛
越
寺
を
会
場
に
、
天
台
宗
陸
奥
教
区
第
二
部

檀
信
徒
会
ミ
ニ
一
隅
会
、
東
日
本
大
震
災
慰
霊
復

興
支
援
写
経
会
を
開
催
し
、
約
五
十
名
の
参
加
者

が
集
ま
っ
た
。

　

は
じ
め
に
東
日
本
大
震
災
物
故
者
追
悼
慰
霊
法

要
が
一
隅
を
照
ら
す
運
動
陸
奥
教
区
本
部
理
事
長

の
四
竈
亮
澄
師
を
導
師
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
五
十
周
年
記
念

仙
台
大
会
」
と
題
し
て
、
四
竈
亮
澄
師
よ
り
講
話

が
行
わ
れ
た
。

講
話
の
中
で
、

一
隅
を
照
ら
す

運
動
の
意
義
・

活
動
を
解
り
や

す
く
話
さ
れ
、

会
員
一
同
は

「
忘
己
利
他
の

心
」
を
忘
れ
ず
、

一
日
一
生
の
お

も
い
で
、
多
く

の
人
々
と
苦
楽

を
共
に
精
一
杯
生

き
抜
く
こ
と
を
誓

う
機
会
と
な
っ
て

い
た
。

　

さ
ら
に
、
本
年

十
月
に
開
催
さ
れ

る
「
一
隅
を
照
ら

す
運
動
五
十
周
年

記
念
仙
台
大
会
」

の
話
し
で
は
、「
日

常
生
活
と
仏
道
修

行
」
と
題
し
て
講
演
を
さ
れ
る
北
嶺
大
行
満
大
阿

闍
梨
の
藤
波
源
信
師
を
紹
介
、
千
日
回
峰
行
の
過

酷
な
体
験
談
を
聴
け
る
と
あ
っ
て
、
会
員
一
同
は

講
演
の
日
を
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。

　

写
経
は
「
延
命
十
句
観
音
経
」
を
書
写
し
、
毛

越
寺
法
務
部
次
長
藤
里
侑
生
師
よ
り
写
経
の
意
義
、

所
作
、
功
徳
を
学
び
、
震
災
復
興
を
祈
念
し
、
一

字
一
字
丁
寧
に
心
を
込
め
て
書
写
さ
れ
て
い
た
。

　

東
日
本
大
震
災
よ
り
八
年
目
と
な
る
が
容
易
に

復
興
は
進
ん
で
い
な
い
上
に
、
西
日
本
豪
雨
、
台

風
二
十
一
号
被
害
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
と
災

害
が
続
い
て
い
る
。
本
会
を
終
え
て
、
大
勢
の
会

員
か
ら
「
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
し
て
今
後
と
も
教

区
・
一
隅
・
菩
提
寺
の
行
事
を
通
じ
て
物
心
両
面

の
支
援
を
行
い
、
早
期
復
興
を
願
う
こ
と
、
互
い

に
日
頃
か
ら
防
災
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

あ
る
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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一
隅
を
照
ら
す
運
動
ニ
ュ
ー
ス

◎
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
理
事
会
を
開
催

　

平
成
三
十
年
六

月
二
十
九
日
、
天

台
宗
務
庁
（
滋
賀

県
大
津
市
）
に
お

い
て
平
成
三
十
年

度
第
一
回
「
一
隅

を
照
ら
す
運
動
」

理
事
会
が
開
催
さ

れ
た
。
本
理
事
会

に
お
い
て
、
平
成

二
十
九
年
度
一
隅

を
照
ら
す
運
動
の

事
業
報
告
、
各
会

計
の
決
算
等
が
審
議
・
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
理
事
会
に
お
い
て
顧
問
・
役
員

の
改
選
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
・
報
告
さ
れ
た
。

【
顧
問
】

杉
谷　

義
純
師	

京
都
教
区　

妙
法
院
住
職
：
再
任

【
理
事
】

辻
井　

芳
道
師	

滋
賀
教
区　

眞
迎
寺
住
職
：
新
任

大
澤　

貫
秀
師	

埼
玉
教
区　

福
正
寺
住
職
：
新
任

綾
小
路
乗
俊
師	

群
馬
教
区　

常
圓
寺
住
職
：
新
任

【
監
事
】

奥
村　

慶
淳
師	

京
都
教
区　
眞
正
極
樂
寺
住
職
：
再
任

清
水　

英
雄
師	

埼
玉
教
区　

泉
福
寺
住
職
：
再
任

◎
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
支
援
金
を
寄
託

　

平
成
三
十
年
八
月
四
日
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ

ト
三
十
一
周
年
「
世
界
平
和
祈
り
の
集
い
」（
比
叡

山
延
暦
寺
）

の
開
催
日
に

合
わ
せ
て
、

日
本
ユ
ニ
セ

フ
協
会
へ
の

募
金
寄
託
式

が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
募
金

は
、
毎
年
八

月
に
行
わ
れ

る
「
天
台
青

少
年
比
叡
山

の
集
い
」
に

参
加
し
た
リ
ー
ダ
ー
と
研
修
生
の
小
中
学
生
が
出

し
合
っ
た
募
金
と
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財

を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
総
額
は
二
百
万
円
。

　

寄
託
式
で
は
、
天
台
青
少
年
比
叡
山
の
集
い
に

参
加
し
た
研
修
生
の
代
表
か
ら
大
樹
孝
啓
一
隅
を

照
ら
す
運
動
会
長
へ
目
録
が
、
引
き
続
い
て
大
樹

会
長
か
ら
早
見
研
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
専
務
理
事

に
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

◎
寺
庭
婦
人
連
合
会
が
義
援
金
を
寄
託

　

平
成
三
十
年
八
月
七
日
、
天
台
宗
寺
庭
婦
人
連

合
会
の
小
林
好
野
会
長
ら
が
来
庁
し
、「
平
成
三

十
年
七
月
西
日
本

豪
雨
災
害
」
の
義

援
金
が
一
隅
を
照

ら
す
運
動
総
本
部

に
寄
託
さ
れ
た
。

　

寄
託
さ
れ
た
義

援
金
は
、
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
緊

急
募
金
と
合
わ
せ

て
、
被
災
さ
れ
た

地
域
の
復
興
に
役
立
て
ら
れ
る
。

◎ 

ド
ゥ
ア
ン
・
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
設
立
四
十
周

年
記
念
式
典

　

平
成
三
十
年
八
月
二
十
七
日
、
タ
イ
・
バ
ン
コ

ク
の
ド
ゥ
ア
ン
・
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
本
部
に
お

い
て
ド
ゥ
ア
ン
・
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
設
立
四
十

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　

同
財
団
は
、
タ
イ
の
ス
ラ
ム
で
暮
ら
す
人
々
の

救
済
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
、
教
育
か
ら

社
会
福
祉
、
健
康
促
進
、
人
材
育
成
な
ど
幅
広
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

式
典
で
は
、
タ
イ
王
室
ウ
ボ
ン
ラ
ッ
ト
王
女
の

出
迎
え
が
な
さ
れ
た
後
、
同
財
団
副
理
事
長
ミ
ン

ポ
ン
・
ウ
ン
ソ
ン
タ
ム
氏
よ
り
「
四
十
周
年
誌
」

の
進
呈
、
同
財
団
創
設
者
で
あ
り
事
務
局
長
で
も

あ
る
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
・
ウ
ン
ソ
ン
タ
ム
・
秦
氏
よ

り
式
典
の
主
旨
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
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続
い
て
ド

ゥ
ア
ン
・
プ

ラ
テ
ィ
ー
プ

財
団
幼
稚
園

に
通
う
園
児

た
ち
に
よ
る

踊
り
が
披
露

さ
れ
た
。

　

最
後
に
ウ

ボ
ン
ラ
ッ
ト

王
女
よ
り
ク

ロ
ン
ト
イ
ス
ラ
ム
の
教
育
・
福
祉
向
上
に
長
年
貢

献
・
支
援
し
て
き
た
個
人
並
び
に
組
織
へ
の
表
彰

が
行
わ
れ
た
。
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
も
表

彰
さ
れ
、
森
定
慈
仁
同
運
動
総
本
部
長
に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
た
。

◎
天
台
聲
明
兵
庫
社
会
奉
仕
會
に
義
援
金
を
寄
託

　

平
成
三
十
年
九
月
十
三
日
、
天
台
宗
務
庁
に
お

い
て
「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
災
害
」
の
義
援
金

百
萬
円
を
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
地
球
救
援

事
務
局
よ
り
天
台
聲
明
兵
庫
社
会
奉
仕
會
に
寄
託

し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
災
害

の
緊
急
救
援
募
金
と
し
て
全
国
各
地
よ
り
「
地
球

救
援
事
務
局
」
に
届
け
ら
れ
た
募
金
の
一
部
を
寄

託
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

天
台
聲
明
兵
庫
社
会
奉
仕
會
は
、
檀
信
徒
の
み

な
ら
ず
広
く
社
会
へ
の
天
台
声
明
普
及
と
、
忘
己

利
他
の
精
神
の
も
と
、
災
害
被
害
な
ど
厳
し
い
状

況
に
苦
し
む
方
々
へ
の
幅
広
い
支
援
活
動
と
い
う

解
行
双
修
を
目
的
に
活
動
し
て
お
り
、
被
災
さ
れ

た
地
域
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
声
明
公
演
を

行
っ
て
い
る
。

今
回
の
平
成
三

十
年
七
月
豪
雨

災
害
で
は
岡
山

県
岡
山
市
東
区
、

倉
敷
市
真
備
町
、

広
島
県
安
芸
郡

坂
町
、
呉
市
で

土
石
撤
去
な
ど

復
興
支
援
に
従

事
さ
れ
た
。

◎ 
ラ
オ
ス
・
チ
ェ
ン
カ
ン
小
学
校
々
舎
落
慶
・
引

渡
式
典
を
開
催

　

平
成
三
十
年
九
月
二
十
七
日
、
ラ
オ
ス
・
チ
ェ

ン
カ
ン
村
に
お
い
て
小
学
校
々
舎
の
落
慶
並
び
に

引
渡
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
で
は
、
平
成
四
年

よ
り
地
球
救
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
仏
教
救
援

セ
ン
タ
ー
（
Ｂ
Ａ
Ｃ
）
が
展
開
す
る
学
校
建
設
事

業
と
連
携
し
、
ラ
オ
ス
国
内
で
の
学
校
々
舎
建
設

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

今
回
の
学
校
建
設
で
は
、
現
在
ま
で
に
各
地
よ

り
集
ま
っ
た
ラ
オ
ス

学
校
建
設
へ
の
指
定

寄
付
を
元
に
計
画
さ

れ
、
こ
の
度
落
慶
の

日
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
、
こ
れ
を
も
っ

て
、
ラ
オ
ス
で
の
学

校
建
設
支
援
は
一
旦

終
了
す
る
。

　

式
典
に
は
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
か
ら

森
定
慈
仁
総
本
部
長
が
、
Ｂ
Ａ
Ｃ
か
ら
西
郊
良
光

顧
問
・
伊
藤
佳
通
理
事
長
・
荒
樋
勝
善
事
務
局
長

が
出
席
し
た
。

　

式
典
で
は
、
森
定
総
本
部
長
か
ら
子
ど
も
た
ち

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
続
い
て
チ

ェ
ン
カ
ン
小
学
校
々
長
に
校
舎
の
鍵
を
贈
呈
、
支

援
者
た
ち
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
に
文
具
や
玩
具

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

　

最
後
に
チ
ェ
ン
カ

ン
村
が
あ
る
チ
ャ
ン

パ
サ
ッ
ク
県
プ
ウ
ン

ト
ン
郡
の
副
教
育
長

シ
ー
サ
ワ
ッ
ト
氏
か

ら
謝
辞
が
あ
り
、
森

定
総
本
部
長
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
て
式

典
は
終
了
と
な
っ
た
。
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